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H30年3月号　－10－

一般質問（平成29年12月定例会）
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
案
審
査
の
概
要

審
議
結
果

頴田地区の市外局番の統一、固定資産税等の納付書について頴田地区の市外局番の統一、固定資産税等の納付書について
頴
田
地
区
の
市
外
局
番
の

統
一
に
つ
い
て

【
平
山
】
飯
塚
市
内
で
あ

り
な
が
ら
市
外
局
番
の
違

う
頴
田
地
区
の
局
番
を
統

一
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
地
元
と
の
協
議
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
部
長
】
頴
田
地
区
自
治

会
長
会
に
お
い
て
、
市
外

局
番
統
一
の
事
務
手
続
き

や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
等
を
説
明
し
て
お
り
、

地
区
住
民
の
意
見
を
把
握

し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

改
め
て
意
見
を
尋
ね
る
予

定
で
あ
る
。
頴
田
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

１
月
開
催
の
幹
事
会
に
お

い
て
説
明
す
る
予
定
で
あ

り
、
頴
田
地
区
商
工
会
に

は
、
説
明
の
機
会
を
設
け

て
も
ら
う
よ
う
日
程
調
整

を
し
て
い
る
。

【
平
山
】
局
番
統
一
の
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
電
話

番
号
の
下
４
桁
が
変
更
と

な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る

と
し
て
い
る
が
、
局
番
を

統
一
し
た
他
の
自
治
体
の

事
例
を
調
べ
て
も
、
変
更

と
な
っ
た
事
例
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
頴
田
地
区
の
住

民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

育
っ
て
い
く
児
童
生
徒
の

た
め
に
も
、
１
日
も
早
く

市
外
局
番
が
統
一
さ
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

固
定
資
産
税
等
の
納
付
書

に
つ
い
て

【
平
山
】
納
付
書
に
よ
り

３
期
分
を
支
払
う
つ
も
り

で
、
誤
っ
て
４
期
分
を
納

付
す
る
な
ど
の
誤
納
付
が

起
き
て
い
る
が
何
が
原
因

と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
部
長
】
従
来
、
冊
子
形

式
と
し
て
い
た
納
付
書

を
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付

を
可
能
と
す
る
た
め
に
１

期
ず
つ
の
単
票
形
式
へ
変

更
し
た
こ
と
が
、
主
な
原

因
と
考
え
て
い
る
。

【
平
山
】
期
別
誤
り
の
納

付
に
よ
り
、
納
税
者
は

払
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
納
期
限
が
経
過
し
て

督
促
状
が
届
い
た
と
い
う

よ
う
な
事
態
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
市
報
等
に
よ
る

周
知
や
、
納
付
書
の
期
別

の
表
示
を
大
き
く
す
る
な

ど
の
対
策
を
し
て
ほ
し

い
。

認知症施策について認知症施策について
【
光
根
】
本
市
の
認
知
症

高
齢
者
等
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

【
課
長
】
高
齢
者
の
４
人

に
１
人
が
認
知
症
ま
た
は

軽
度
認
知
障
が
い
と
す
る

と
、
そ
の
数
は
約
１
万
人

と
推
計
さ
れ
る
。

【
光
根
】
本
市
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
実
績
と

目
標
人
数
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

【
課
長
】
本
年
10
月
末
時

点
で
約
９
千
人
を
養
成
し

て
お
り
、
２
０
２
６
年
ま

で
に
１
万
８
千
人
の
養
成

を
目
標
と
し
て
い
る
。

【
光
根
】
介
護
予
防
に
お

い
て
ど
う
い
っ
た
施
策
を

行
っ
て
い
る
か
。

【
課
長
】
脳
元
気
教
室
や

音
楽
サ
ロ
ン
、
脳
活
性
化

講
座
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
筋
力
ア
ッ
プ

教
室
や
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
教
室
等
の
介
護
予
防

教
室
も
認
知
症
予
防
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

【
光
根
】
家
族
に
対
す
る

支
援
や
地
域
で
支
え
て
い

く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
課
長
】
認
知
症
高
齢
者

徘
徊
Ｓ
O
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
、
認
知
症
高
齢
者

等
徘
徊
検
索
シ
ス
テ
ム
給

付
事
業
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
事
業
、
認
知
症
カ

フ
ェ
へ
の
助
成
、
飯
塚
市

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
「
安
心

パ
ス
飯
塚
」
の
作
成
・
配

布
等
を
行
っ
て
い
る
。

【
光
根
】
認
知
症
ケ
ア
の

先
進
地
で
あ
る
大
牟
田
市

で
は
、
市
、
介
護
事
業
者
、

地
域
が
連
携
し
て
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
仕

組
み
を
構
築
し
、
認
知
症

を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め

る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
本
市
は
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

【
市
長
】
本
市
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
十
分
に
体
系
化
で

き
て
い
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
、
関
係
者
で
大
牟

田
市
を
訪
問
し
、
学
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

住
み
な
れ
た
場
所
、
理
解

あ
る
環
境
で
く
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
に
し

て
い
き
た
い
。

白旗山メガソーラー乱開発、穂波東・鎮西の通学路の安全確保白旗山メガソーラー乱開発、穂波東・鎮西の通学路の安全確保
地
域
住
民
第
一
の
仕
事
を

【
川
上
】
一
条
工
務
店
の

開
発
予
定
地
の
売
却
は
、

市
長
意
見
書
や
開
発
中
止

要
請
決
議
に
凝
縮
さ
れ
た

地
域
住
民
の
主
張
が
正
当

で
あ
っ
た
と
、
同
社
が
認

め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
か
。

【
市
長
】
住
民
の
皆
さ
ん

の
努
力
と
働
き
か
け
、
議

会
の
決
議
、
私
の
考
え
の

表
明
等
々
が
影
響
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
は
で

き
る
が
、
そ
れ
が
正
し
い

か
確
定
は
い
た
し
か
ね

る
。

【
川
上
】
転
売
の
差
額
は

い
く
ら
か
。

【
部
長
】
約
５
４
０
０
万

円
で
あ
る
。

【
川
上
】
開
発
予
定
地
を

買
収
し
た
光
南
溶
工
が
国

土
利
用
計
画
法
第
23
条
に

違
反
し
た
情
報
を
伝
え
、

結
論
を
急
が
な
い
よ
う
に

九
州
経
済
産
業
局
に
申
し

入
れ
る
こ
と
は
、
事
業
承

継
を
食
い
と
め
る
上
で
効

果
が
あ
る
と
思
わ
な
い
か
。

【
部
長
】
案
件
ご
と
に
関

係
す
る
法
令
に
か
か
る
こ

と
が
認
定
に
ど
の
程
度
影

響
す
る
の
か
は
、
経
済
産

業
局
の
方
に
尋
ね
た
い
。

【
川
上
】山
の
急
斜
面
い
っ

ぱ
い
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
た
け
や
き
台
住

宅
地
の
安
全
確
保
に
万
全

を
尽
く
し
、
さ
ら
な
る
乱

開
発
を
食
い
と
め
る
決
意

を
市
長
に
伺
う
。

【
部
長
】
地
元
住
民
の
皆

様
に
丁
寧
な
説
明
を
し

て
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
十
分
な
協
議
を
行
う
こ

と
を
業
者
に
指
導
す
る
。

【
川
上
】
地
域
住
民
第
一

の
仕
事
を
求
め
る
。

信
号
機
が
必
要
な
箇
所
が

【
川
上
】
信
号
機
設
置
が

必
要
な
箇
所
が
あ
る
穂
波

東
、
歩
道
整
備
が
開
校
に

間
に
合
わ
な
い
鎮
西
の
小

中
一
貫
校
の
通
学
路
を
、

市
の
責
任
で
再
度
総

チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
財

政
出
動
を
行
い
安
全
確
保

に
万
全
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

【
市
長
】
新
規
に
通
学
路

と
し
て
指
定
す
る
箇
所
も

含
め
て
、
再
度
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議
を
し
、

登
下
校
の
安
全
確
保
に
さ

ら
に
努
力
を
す
る
よ
う
教

育
委
員
会
と
も
協
議
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

川上 直喜

光根 正宣

平山 悟
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H30年3月号　－11－

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
案
審
査
の
概
要

審
議
結
果

一般質問（平成29年12月定例会）

人権と障がい者に寄り添う条例の制定を人権と障がい者に寄り添う条例の制定を
【
上
野
】
障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
、
自
治

体
の
役
割
と
し
て
、
窓
口

対
応
・
市
民
啓
発
・
紛
争

に
関
す
る
第
三
者
委
員
会

の
設
置
と
い
う
３
つ
の
大

き
な
柱
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
本
市
の
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

【
課
長
】
窓
口
対
応
に
つ

い
て
は
、
職
員
対
応
要
領

を
策
定
し
、
職
員
、
行
政

関
係
団
体
、
指
定
管
理
施

設
等
の
管
理
者
・
従
事
者

へ
の
研
修
を
行
い
、
適
切

な
対
応
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。
市
民
啓
発
に
つ
い

て
は
、
各
種
行
催
事
や
人

権
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、

同
法
の
趣
旨
説
明
、
障
が

い
者
へ
の
正
し
い
理
解
の

促
進
を
進
め
て
い
る
。
第

三
者
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
飯
塚
市
障
が
い

者
施
策
推
進
協
議
会
に
、

紛
争
に
関
す
る
相
談
や
苦

情
を
諮
問
す
る
機
能
を
設

け
て
い
る
。

【
上
野
】
同
法
の
実
効
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

他
市
で
は
条
例
制
定
の
動

き
が
あ
る
が
、
本
市
で
は

整
備
し
な
い
の
か
。

【
課
長
】
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て

【
上
野
】
５
年
間
で
計
画

し
て
い
る
小
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
整
備
計
画

期
間
を
短
縮
で
き
な
い

か
。

【
部
長
】
中
長
期
的
な
視

点
を
も
っ
て
、
財
政
負
担

の
平
準
化
を
検
討
し
た
上

で
計
画
を
立
て
て
い
る

が
、
設
置
工
事
期
間
が
短

縮
で
き
る
よ
う
関
係
部
課

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
上
野
】
小
中
学
生
と
教

員
の
教
育
環
境
を
考
え
る

と
、
他
の
大
事
業
の
予
算

を
平
準
化
し
て
で
も
早
期

に
実
施
す
べ
き
事
業
だ
と

思
う
。
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

を
考
え
て
も
、
学
校
ご
と

に
機
器
の
入
れ
替
え
年
度

を
ず
ら
せ
ば
財
政
の
平
準

化
は
図
れ
る
。
学
習
指
導

要
領
改
定
に
よ
り
授
業
時

数
が
増
加
し
、
夏
休
み
期

間
を
授
業
に
活
用
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
教
育
環
境

の
平
等
性
も
考
え
、
平
成

31
年
度
ま
で
の
設
置
を
要

望
す
る
。

上野 伸五

　

12
月
定
例
会
（
12
月
11
日
〜
22
日
）

で
は
、
市
長
提
出
議
案
50
件
、
議
員
提

出
議
案
１
件
、
請
願
１
件
、
合
わ
せ
て

52
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
に
あ
た
り
、
市
長
提
出
議
案
に

つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
各
委
員
会
で
鋭
意
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
議
し
た
主
な
議
案
等
の
内
容
及
び

審
査
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 
市
長
提
出
の
議
案

（
可
決
し
た
も
の
）

●
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
係
る
議
会
の

議
決
事
件
を
定
め
る
条
例

　

国
が
定
め
る
要
綱
に
基
づ
き
、
飯
塚

市
、
嘉
麻
市
、
桂
川
町
で
構
成
す
る
定

住
自
立
圏
形
成
の
協
定
締
結
等
の
実
施

に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
な
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
飯
塚
市
職
員
等
旅
費
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
を
参
考
と
し
て
、
宿
泊

料
及
び
日
当
等
の
改
定
を
行
い
、
航
空

券
と
宿
泊
料
等
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
旅

行
パ
ッ
ク
特
別
料
金
を
使
用
す
る
こ
と

を
原
則
と
す
る
た
め
、
パ
ッ
ク
料
金
等

に
対
応
で
き
る
よ
う
関
係
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
各
種
職
員
派

遣
に
係
る
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

●
飯
塚
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

飯
塚
市
役
所
本
庁
舎
来
庁
者
用
駐
車

場
の
一
部
を
有
料
駐
車
場
と
し
、
使
用

料
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

・
平
日
の
使
用
料
は
、
30
分
ご
と
に
２

０
０
円
（
最
初
の
30
分
無
料
）。

・
休
日
の
使
用
料
は
、
30
分
ご
と
に
１

０
０
円
（
最
初
の
30
分
無
料
）、
上
限

１
日
ご
と
に
５
０
０
円
。

※
飯
塚
市
役
所
本
庁
舎
及
び
立
岩
公
民

館
に
用
務
で
来
庁
す
る
方
が
使
用
し
た

と
き
は
、
使
用
料
の
徴
収
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
財
産
の
無
償
貸
付
け
（
ふ
れ
あ
い
広

場
）

　

筑
穂
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業
」
を
実

施
す
る
た
め
、
施
設
の
一
部
を
、（
引

き
続
き
）
筑
穂
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
無
償
で
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

●
財
産
の
無
償
貸
付
け
（
療
育
関
連
通

所
施
設
敷
）

　

頴
田
病
院
に
隣
接
す
る
療
育
関
連
通

所
施
設
の
敷
地
を
、
設
置
主
体
で
あ
る

株
式
会
社
療
育
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
無
償
で
貸
し

付
け
る
も
の
で
す
。

●
土
地
の
処
分
（
飯
塚
野
球
場
跡
地
）

　

飯
塚
野
球
場
跡
地
の
１
万
５
９
０

８
．
99
平
方
メ
ー
ト
ル
を
「
未
来
エ
ス

テ
ー
ト
株
式
会
社
」
に
処
分
価
格
２
億

６
８
８
８
万
円
で
売
却
す
る
も
の
で

す
。

 

請　

願
（
採
択
と
し
た
も
の
）

●「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法

律
（
原
子
力
損
害
賠
償
法
）
を
実
効
性

あ
る
も
の
に
改
正
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

※
結
果
に
つ
い
て
は
、
請
願
者
へ
通
知

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

議
員
提
出
の
議
案

 

意
見
書

（
可
決
し
た
も
の
）

●
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律

（
原
子
力
損
害
賠
償
法
）
を
実
効
性
あ

る
も
の
に
改
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

※
１
件
の
意
見
書
を
、
各
関
係
大
臣
、

関
係
機
関
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

議
案
審
査
の
概
要



審議の様子は 市議会ホームページ ネット中継 録画配信

H30年3月号　－12－

議案の議決結果（平成29年12月定例会） 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
案
審
査
の
概
要

審
議
結
果

全会一致で可決されたもの

予　算

条　例

その他

専  

決
承  

認

市
長
提
出

平成29年度一般会計補正予算（第5号）
平成29年度特別会計補正予算（国民健康保険（第2号）／介護保険（第3号）／後期高齢者
医療（第2号）／住宅新築資金等貸付（第1号）／地方卸売市場事業（第1号・第2号）／
駐車場事業（第1号・第2号）／汚水処理事業（第1号）／学校給食事業（第1号・第2号））
平成29年度水道事業会計補正予算（第2号）
平成29年度工業用水道事業会計補正予算（第1号・第2号）
平成29年度下水道事業会計補正予算（第1号・第2号）
平成29年度市立病院事業会計補正予算（第1号・第2号）

定住自立圏の形成に係る議会の議決事件を定める条例
職員の配偶者同行休業に関する条例
一部改正（支所及び出張所設置条例／職員の育児休業等に関する条例／証人等の実費弁償
に関する条例／職員等旅費条例／市立小学校設置条例及び市立中学校設置条例／児童セン
ター及び児童館条例／集会所及び生活館条例／市営駐車場条例／市営住宅条例／職員の給
与に関する条例／教育職員の給与等に関する条例）
廃止（国民健康保険出産費支払資金貸付基金条例／学校給食センター条例）

財産の譲渡（幸袋池田集会所）／財産の無償貸付け（ふれあい広場）／土地の処分（頴田病
院敷）／市道路線の廃止／市道路線の認定

平成29年度飯塚市一般会計補正予算（第3号）

賛否が分かれたもの （○→賛成、×→反対、欠→欠席、棄→棄権）

　 　

一般会計（第４号）／特別
会計（国民健康保険（第1
号）・介護保険（第2号）・
後期高齢者医療（第1号）・
小型自動車競走事業（第2
号））／水道事業会計（第1
号）

平成29年度
補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 25 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 25 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 25 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 20 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 25 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 19 7

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 19 7

会 派 名 公明党

守
光　

博
正

市　

長　

提　

出

請　
　

願

議
員
提
出

田
中　

裕
二

奥
山　

亮
一

光
根　

正
宣

新政飯塚

鯉
川　

信
二

瀬
戸　
　

光

江
口　

  

徹

古
本　

俊
克

川
上　

直
喜

兼
本　

芳
雄

梶
原　

健
一

永
末　

雄
大

勝
田　
　

靖

佐
藤　

清
和

道
祖　
　

満

松
延　

隆
俊

城
丸　

秀
髙

福
永　

隆
一

上
野　

伸
五

田
中　

博
文

吉
田　

健
一

明
石　

哲
也

秀
村　

長
利

藤
浦　

誠
一

坂
平　

末
雄

平
山　
　

悟

森
山　

元
昭

賛　
　

成

反　
　

対

政翔会而今会 同志会市民クラブいつか会 民進党 共

　 　 　 　 　 議 員 氏 名

議 案 名

飯塚市附属機関の設置に関する条例の
一部を改正する条例
（※飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ再整備事業者
選定委員会の設置）

飯塚市行政財産使用料条例の一部を改
正する条例

財産の無償貸付け（療育関連通所施設
敷）

土地の処分（飯塚野球場跡地）

「原子力損害の賠償に関する法律（原
子力損害賠償法）を実効性あるものに
改正することを求める意見書」の提出
を求める請願

原子力損害の賠償に関する法律（原子
力損害賠償法）を実効性あるものに改
正することを求める意見書

※地方自治法の規定により、議長（藤浦誠一）は表決に加わりません。　※共：日本共産党


